
Ｈ２６年度
成果と課題

Ｄo＆Ｃheck

Ｈ２７年度への提言
Ａction

分掌がめざす生徒の姿
分掌目標
Ｐｌａｎ

主な活動　Ｄｏ 到 達 目 標 評価基準(Check) 成果と課題

Ｄo＆Ｃheck

来年度への提言

Ａction

（生）私は、各委員会の活動に
よって学級が活性化したと感じて
いる。（80％）
（教）応援団活動は充実している
（85％）
生徒会活動、専門委員会活動は充
実している（85％）

（生）私は、委員会や係
の仕事などでがんばる友
だちの手伝いなどをして
支えている。（80％）

○「学校生活満足群」に属する生
徒が１回目６０％・２回目６５％
（全国３５％）
○「学校生活不満足群」に属する
生徒が１回目１５％・２回目１
２％（全国３５％）
（教）Ｑ－Ｕを活用した学級経営
に努めている（７５％）
（教）Ｑ－Ｕの研究方法は適切で
あった（85％）
Ｑ－Ｕ等の諸検査を活用し、学校
不適応を出さぬ努力、早期対応を
日常的に行なった（80％）

（生）私は、校内ボランティ
ア（募金活動、緑化活動、
ちょボラなど）に自主的に参
加している。（70％）
（教）ＪＲＣ活動は充実して
いる（75％）

（教）部活動を通して、
生徒の心技体を鍛えよう
と努めた（85％）
（生）私は、部活動の苦
しい場面や大変な場面で
も諦めず頑張っている。
（85％）

（教）朝学活、終学活で
は、ふれあいを取り入れ
るという視点から効果的
に行うための工夫をして
いる（80％）

（教）縦割り活動は仲間
づくりに有効である
（80％）
（生）私は、縦割り活動
を通して、思いやり、感
謝の心、礼儀などを意識
している。（85％）
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アンケート
数値等は全
体的に基準
としていた
数値よりも
高い結果が
出ている。
この事よ
り、数値的
な面でみれ
ば、特活部
の活動とし
ては大きな
問題はな
い。しか
し、実際の
生徒の動き
やクラスそ
れぞれの様
子をみる
と、まだま
だ自治的な
集団にはな
れておら
ず、受け身
的な学校生
活を送って
いる生徒も
多い。
クラスの中
でのお互い
の信頼関
係、仲間意
識を高め、
自治的な集
団の育成に
さらに近づ
けていける
取り組みを
来年度にお
こなってい
く。

・生徒会活動
について、実
行力を育てる
必要がある。
・計画したも
のを１００％
遂行し、生徒
自身に満足感
と自己有用感
を持たせるこ
とが大切であ
る。
・JRC活動に
ついては、年
度当初から全
校生徒にボラ
ンティアにつ
いての意義を
しっかりと伝
え、自発的に
ボランティア
活動に参加す
ることができ
る環境を整え
ていく。
・縦割り活動
は、来年度一
つのグループ
は１、3年の
みで。（再来
年度以降新入
生3クラス予
定のため）
・短学活で行
うふれあいタ
イムの内容を
再検討し、仲
間づくり活動
を活性化させ
る。
・月に一回の
部活動につい
ては、部長会
を実施する。
・部長長を任
命する。
・終学活後5
分以内に部活
動へ！活動
を。
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『
自
治
的
集
団

』
の
育
成

◎生徒会活動・正副室長会・委員会
活動を利用したリーダー育成
・より良い学校環境にするための課
題を見つける力を育てる。

◎リーダーを支えるフォロアーの育成

◎体育的行事・文化祭行事・仲間作り
活動を利用したたくましさの育成
・一人でも活躍できる力を育てる
・目標に向けあきらめないで努力す
る気持ちを育てる。
・失敗を恐れない姿勢

◎ＱＵによる検証

・学校・学級が
活性化する。
・目標に対する
課題設定を行う
ことができる。

・リーダーを支
えるフォロアー
がクラスに半分
以上いる。

・各場面におい
て、誰かと一緒
でなくても行動
することができ
る。

・全教職員が
Q-U結果を共
通認識できる。

・短学活の活動
を通して、生徒
一人一人の「分
かる」「できる」
が増える。
・ボランティア活
動に自主的に
参加できる。

・心技体を鍛え
ることができ
る。

・部活動開始時
間を終学活10
分以内に行うこ
とができる。

・その場に適し
たあいさつや反
応をすることが
できる。

・誰とでも自分
らしく接すること
ができる。
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学校教育目標 校訓「みずから学び　みずから鍛え みんなと生きる」を体現する生徒の育成

重点努力事項

(1)質の高い授業を実践することによって基礎・基本の徹底と思考力・判断力・表現力の育成をバランスよく図り、自ら課題意
識を持って友と高め合うことのできる生徒を育成する。
(2)あらゆる教育活動を通じて辛抱・我慢できる心、困難に打ち勝つことのできる精神力、自己コントロールできる力を鍛え、
強くたくましい心と体を育成する。
(3)人のために自分には何ができるかを考え行動することが、最終的に自己理解や自分を大切にすることにつながることを実感
させ、将来の進路選択への展望を持たせる。

分掌重点目標 様々な体験を通し、｢自治的集団｣を育む。

活動へ向けての努力事項　Ｄｏ

◎短学活を利用したコミュニケーション
能力の育成

◎縦割り活動の場面での実践

◎日々のソーシャルスキルトレーニング
・自然な頷きができる。

・折り合いをつける話し合いができる。

◎『体験することができる』を取り入れ
た短学活の有効活用

◎ＪＲＣ活動でのボランティア体験
・校内、校外ボランティアの活用

◎心・技・体を取り入れた部活動の
強化

（生）私は、学校行事を通し
て自分の役割を果たすことが
できた。（80％）
（生）私は、学校行事を通し
て人との関わりや物事の考え
方などについて学ぶことがで
きた。（80％）
（教）　一人でがんばる場
面、一人で活躍する場面を設
定した（80％）

○生徒会・委員会（応援団）活動推進係    

○リーダー正副室長育成係 

○体育的行事への意欲的参加係 

○縦割り活動推進係 

○ＪＲＣ活動推進係 

○特別活動・短学活・学級生徒会活性化

係 

○ＱＵによる検証係 

○縦割り活動推進係 

○特別活動・短学活・学級生徒会活性化係 

○部活動・部長会・中体連 調整係 




